
ワークショップ を通じて学びが深まる！

現役の日本語教師・ビザの専門家・企業関係者・就労者等の現場の声 が聞ける！

いろいろな就労現場で活用 できる！

文化庁令和４年度日本語教育人材の研修プログラム普及事業
就労者に対する日本語教師【初任】研修

就労者への
指導経験

３年未満の
初任者向け

外国人労働者が増え続けているいま、
就労者に対する日本語教育のニーズが高まっています。

就労者に対する日本語教師にとって、土台となる知識・技能・態度とは何でしょうか。
ワークショップや講習を通じて、深めていきましょう。

日本語教師【養成】を修了した方で、以下の3つの条件すべてに該当する方。
■ 就労者を対象に教育実践をしていきたいと考えている方。
■ 「就労者」に対する指導経験が0～３年程度の初任者の方。
※プログラムは日本語教師としてクラスでの指導経験が１年以上ある方を想定しています。

■ 同期型のオンライン研修にすべて参加でき、
オンデマンド学習及び課題に取り組む時間が取れる方。

2０名 20,000円（税込）

Zoom、e-learningシステムを使用したオンラインコースです。

応募資格

受講料

研修場所

申込方法

定員

応募者多数の場合、受講いただけない場合がございます。
締め切り後、７月１日（金）までに、電子メールにて受講の可否をお知らせします。

以下のURLまたはQRコードから募集要項及び研修カリキュラムをよくご確認のうえ、
ご応募ください。

締め切り： 2022年 6月 26日(日)

就労者に対する日本語教師
初任者研修

過去12年間にわたる定住外国人に対する就職支援を通じて
JICEが蓄積してきた知見を活かした研修です

7月開始コース受講者募集

JICEホームページ＜お知らせ＞内に詳細を掲載しています。
URL：https://jice.org/info/2022/06/11.html

https://jice.org/info/2022/06/11.html


■ 就労者に対する日本語教育におけるコースデザインの理解及び作成・発表

■ 就労者に対する指導法、評価法、キャリア支援等の理論と演習、

教育実践への展開

■ 就労者や求職者の現状や、就労支援に必要な基礎知識

（政策、法律、制度）の理解

■ 政策や法律に知見のある専門家、企業関係者、外国人就労者等からの声を聞く

事前課題

同期型授業

オンデマンド学習

課題 振り返り

研修内容

スケジュール

※講師や内容等詳細は、表面に記載のホームページより研修カリキュラムをご確認ください。

コース１ テーマ 日付 時間

第 1 回 就労者に対する日本語教育 7月9日(土) 13:00～16:30

オンデマンド
外国人の受け入れ政策と日本語教師の役割

外国人就労者に関わる制度

第 2 回 コースデザイン 7月23日(土) 13:00～16:30

オンデマンド 外国人を採用する企業等の事例

第 3 回 指導法 8月6日(土) 13:00～16:30

オンデマンド 外国人就労者の語りを聞く

第 4 回 評価の方法 8月20日(土) 13:00～16:30

オンデマンド 指導法 課題達成型実践 理論編

第 5 回 指導法 課題達成型実践 演習 9月3日(土) 10:00～16:30

オンデマンド キャリア支援と日本語教師の役割

第 6 回 キャリア支援（実践） 9月17日(土) 10:00～16:30

第 7 回 コースデザインと教育実践 演習 10月1日(土) 10:00～16:30

一般財団法人日本国際協力センター（JICE・ジャイス）

国際協力推進部日本語教育事業課 文化庁初任者研修担当
電話：03-6838-2736 メール：shoninsha.kenshu@jice.org

問い合わせ先

mailto:shoninsha.kenshu@jice.org

